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1. tまじめに

国立大学の法人化が目前に迫ってきた.

これまで国立大学の設置の根拠である r国

立学校設置法Jにおいて r国立大学に附属

図書館を置くJく第二章第六条lとされ,こ

れによって附属図書館という名称が規定さ

れ,国立大学における必須の組織として高

い地位が保障されてきた.法人化に際して

大学図書館は法的にどのような位置付けに

なるのかということが,現時点における大

学図書館の将来を議論するとき最大の間題

であろう.しかし,この講義では,その話

題には深入りせず,そうした制度的間題に

関係なく大学図書館が,特に国立大学の附

属図書館が解決すべき重要な課題を扱うこ

とにする.

大学基準協会から出されている大学図書

館基準によると,大学図書館は,大学にお

ける教育研究の基盤施設として,学術情報

を収集.組織.保管し,これを利用者の研

究.教育.学習等のための利用要求に対し,
し

効果的に提供することが主な機能であると

されている.また,この機能を発揮するた

めに,以下のようなことが要請されている.

くり十分な規模.内容の調和のとれた蔵書

構築,く21利用者の積極的な協力のもとで

利用者の要望を反映した図書館資料の収集

体制の確立,く31図書館資料の多面的かつ

迅速な検索を可能とするために,全国的.

国際的な書誌事業の成果を括用し,整理業

務の能率化.標準化を図り,迅速.的確な

処理に努めること,く41利用者からの要求

に対する迅速.的確な対応を可能とする閲

覧.貸出,参考調査等の業務体制の整備,

く51利用者の要求をふまえた蔵書の適切な

維持管理と利用機会の提供と確保,く61こ

うした業務の改善を図るための研究開発機

能の整備.

これは, 1952年に制定され,最新版は

1982年に改定されたもので,多少色あせた

感じは否めないが,現在でも大学図書館に

当然求められる基準として通用するo むし

ろ,多くの大学図書館,特に国立大学図書

館が,未だにこれらの基準.要請を十分に

満たし得ていない状況にある.

また,大学図書館には,最近の情報化社

会.ネットワ-ク社会に対応した新しい図

書館機能の構築が強く求められている.情

報化社会.ネットワ-ク社会は,これまで

図書館が果たしてきた祇媒体の図書館資料

の収集.組織.管理.提供という機能に加

えて,学術情報の創造.発信とその世界規
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るため.,平成8年に学術審議会から r大学

図書館における電子図書館的機能の充実.

強化につし1てJという建議が出され,京都

大学を始めとするいくつかの大学では文部

省からの予算措置を得てその実現へ向けて

事業が展開されてい争.その建議では,大

学図書館における電子図書館機能の必要性

及び整備の基本的考え方をまとめた上で,

整備の具体的な方策として資料の電子化の

推進を取り上げ,その最初に,目録情報の

遡及入力の促進をあげている.

この目録情報の遡及入力事業は,現在,

学術情報センタ-く現,国立情報学研究所l

と各大学の連携でもって進められてはいる

が,歴史のある総合大学では,達成率はま

だ非常に低く,遡及入力に要する財源の確

保もままならない状況が続いているoまた,

建議では,情報発信の重要性は指摘してい

るものの,電子図書館機能において最も期

待されている電子ジヤ-ナルやその導入,

つまり,情報配信機能の重要性は指摘して

いない.

最近では,科学技術基本計画における研

究情報の基盤整備に関して研究開発情報の

収集.発信の重要性が指摘され,それに呼

応して平成1 4年3月には科学技術.学術

審議会研究計画.評価分科会 情報科学技

術委員会デジタル研究情報基盤ワ-キン

グ.グル-プがr学術情報の流通基盤の充

実についてJ検討し,現状分析を行った上

で,学術情報の流通基盤に関する基本的な

方策と学術情報の円滑な流通を図るための

当面の具体的な方策が提案されているo

このように,大学図書館にしても電子図

書館にしても,理想に近い基準や建議等が

示されているが,それがまだ実現されてい

ない状況にあるo したがって,これらを実

現することが大学図書館や電子図書館の未

来への第-歩であることは明白であるが,

主に日本の国立大学の図書館及びその電子

図書館機能の現状を概観し,そのr未来J,

特にr近未丸を考える上七必要ないくつ

かの基畢的な視点と情報技術について述べ

ることにする.

2. 学習図書館としての機能整備

多くの国立大学図書館において,蔵書構

築は,主に研究者としての教官と大学院学

生の関心に基づいて行われている.したが

って,前節の大学図書館基準におけるく11

を満たす調和のとれたものには必ずしもな

っていない.また,く2,の利用者の積極的

な協力も,書籍の購入経費が基本的には,

各教官の研究費から支出されることになっ

ているので,利用者の希望は反映されてい

るが,収集体制は確立されているとはいい

がたいo

こうした状況にあるから,その結果とし

ての蔵書は,必然的に分野.内容にバラン

スを欠いたものになりがちであるo また,

通常,大学についての議論には,前節で触

れた基準や建議にしても,最近の自己点検

評価にしても, r教育研究Jという言い方が

多い.これは,教官の側からの視点であり,

大学の最も基本的な構成員である学生,特

に学部学生側からの視点に基づくものでは

ない.大学図書館には学生用図書経費等の

費目は確かに存在するが,それは彼等の学

習に必要な図書や参考図書を十分に賄うに

は程遠いものである.

学部学生の学習環境を整備するという観

点から,国立大学でいえば,く古い予算制度

における1学生当積算校費の-定額く例え

ば,入学金の1割相当分lを学生用図書経

費として継続的に投入し,図書館職員も加

わって選書すれば,学生用図書は充実し,

同時に,バランスのよい蔵書構築も可能に

なるはずであるo また,多様な学習.調査



の形態に対応でき,情報コンセント等を備

えた学習閲覧室の整備も重要である.伝統

的な祇媒体での書籍類から,個人のPC内に

ある資料, PCや携帯電話等のモバイル機器

によってネットワ-ク経由で入手する情報

資料までをシ-ムレスに効果的に参照でき

るような,情報社会に相応しい環境を整

備.提供することも重要である.

このように,現在大学には,特に大学図

書館には, r学習.教育.研究Jという具合

に学生に重きを置いた姿勢が強く求められ

る.学生が図書館という公的な空間に出て

きて学習するようになれば,それが他の学

生に影響を与え,連鎖.伝播して大学全体

が学間的な雰囲気と括気に満たされ,大学

の改革にも大きく寄与できる.このように

学習機能の格段の充実という視点から大学

図書館の未来が-つ開けてくると思う.

3. 図書館の電子化.自動化

電子図書館と図書館の電子化とは違うと

いう言い方もある.ネットワ-ク社会では,

電子図書館の方が未来に開かれていて,社

会的な関心も引きやすい.しかし,膨大な

年月を要して収集構築されてきた蔵書の所

在情報をネットワ-ク経由で検索し,図書

館内での配架場所の特定を可能にすること

や,新しい図書の受入,配架,蔵書点検と

いった基本的な図書館業務の電子化.効率

化.自動化を最優先させるべきであると思

う.

図書館の電子化は,学術審議会の建議に

ある電子図書館機能の要目でもある目録情

報の遡及入力に加えて,最近各方面で注目

されている非接触型ICタグとその関連技

術を駆使することによって達成できる.

くaI目録情報の遡及入力

これは,図書館の電子化及び電子図書館

機能の基本であるので,すべての電子化関

連の事業に先行して完了させるべきであるo

そのことによって,全国のく大学l図書館

に分散されている図書の所在情報がネット

ワ-ク経由で居ながらに入手でき,図書の

相互利用が促進され,図書館内での賃出返

却業務等も効率化される.この事業を遅ら

せている原因は,他の電子化.電子図書館

の事業に比べてト-タルでは莫大な経費を

必要とするが,地味であるために予算が獲

得しにくい点にある.現在では,それぞれ

の大学で経費を独自t羊学内的に調達する以.

外に手立てはない.

目録情報の遡及入力には,-冊当たり150

円から1500円程度の経費が必要であると

いわれている.未入力件数が100万件を超

すと大学図書館にとっては容易な金額では

ない.二方,伝統的な目録カ-ドとカ-ド

ケ-スに愛着をもつ利用者も多いo九州大

学附属図書館では,目録カ-ドを高速自動

スキヤナ-でイメ-ジとして取り込み,ケ

-スの目録カ-ドをくる要領で検索するシ

ステムを開発し,ネットワ-ク経由で現在

約70万件のカ-ドを対象にサ-ピスを行

っている.これは,カ-ド愛好者の要望に

応え,目録情報の遡及入力作業の支援シス

テムとしても機能し,いわゆる多言語の間

題にも対応できるものである. 1件当たり

の費用措約10円と安価であるo新規受入の

図書については,現在目録カ-ドは作成さ

れていないことを考えると,当座を凌ぐ手

法として以上の使い道があるように思う.

くbI工Cタグによる図書館業務の効率化

情報を電子的に保持して電磁誘導により

非接触で情報交換をする RFIDくRadio

Frequency ldentificationlの技術が急速

に発展し様々な場面で活用されている.形

態も様々であるが,図書に貼付するものは,



樹脂にマイクロチップを埋め込み,送受信

アンテナを印刷したもので,適当な容量の

メモリ等をもち,電源はもたず専用のスキ

ャナ-からの電磁誘導により供給される電

力により動作し, -度に複数の夕グの情報

を読み書きできるものである.これによっ

て,従来のバ-コ-ドや夕トルテ-プに依

存してきた図書館業務も代行でき,新たな

効率化も可能になる.すなわち, IC夕グ技

術により,くり図書受入作業の効率化,く2l,

図書貸出.返却作業の効率化,く31図書の

貸出.返却業務の無人化,く41ブックデイ

テクション装置との連携,く51返却本の配

架作業の負担軽減,く61蔵書点検作業の負

担軽減,く7う書架ヘのアンテナ設置による

該当図書の位置表示,く81自動書架システ

ム構築,等が可能になる.

単価は,現在でも既に100円を切ってい

て,量産が見込まれれば,大幅に安くなる

見通しである.この工C夕グにISBNやその

他の図書の識別,管理,価格等に関する情

報,各図書館に固有な情報等を記録できる

標準化を行えば,図書の出版.流通から上

記のような図書館における各種の作業まで

が,最初から図書に貼付されたIC夕グだけ

で可能になる.また,量産効果が生ま.れ単

価を-段と低く押さえることができ,図書

館における受入作業や目録情報の入力作業

も大幅に効率化できる.

国内電波法の制限による探知拒離の制約

やスチ-ル製書架が使用しにくいという間

題,退館ゲ-トの通過スピ-ドの間題等,

いくつかの解決すベき課題もあるが,すで

に,外国での実施例もあり,さらなる人員

削減と予算の削減が予想される近未来の大

学図書館の運営.推持間題を解決してくれ

る重要な技術として期待できる.そのため,

国立大学図書館協議会では,急遮2000年8

月に筆者を世話役とした研究チ-ムを編成

し,検討を開始している.

4. 電子図書館の現況

電子図書館の定義は-様ではない.いわ

ゆる図書館の電子化とは-線を画すものや

両者が融合した捉え方もある.学術審議会

の建議では, r電子的情報資料を収集.作

成.整理.保存し,ネットワ-クを介して

提供するとともに,外部の情報資源へのア

クセスを可能とする機能をもつものJを指

すものとし,にれにより,利用者は基本

的に図書館に出向くことなく,的確.迅速

かつ時間に制約されずにサ-ビスを受ける

ことができるJ ,としているoまた,国立

国会図書館では, r図書館が通信ネットワ-

クを介して行う-次情報及び二次情報の電

子的な提供とそのための基盤Jと定義して

いる.両者の間には若干の違いはあるが,

例えば,筆者が特に重要であると考えてい

る,図書目録情報の遡及入力や電子ジヤ-

ナルの導入等は,どちらの定義にも包含さ

れく得lるので,ここでは定義には拘らな

いことにする.

大学図書館においては,平成8年に出さ

れた学術審議会の建議を実現する方向で,

平成9年度京都大学と筑波大学に,また,

平成10年度東京工業大学,神戸大学,図書

館情報大学に電子図書館機能の強化.充実

のための予算が認められ,各種の電子図書

館関係の事業が展開されている.また,こ

れらに先行して,奈良先端科学技術大学院

大学においては電子図書館機能が実現され

ているo国立国会図書館でも関西館におい

て本格的な電子図書館を構築しようとして

いるo

5.電子図書館の未来

大学図書館に対する電子図書館機能の充

実に関する文部省からの直接的な予算措置



は,平成10年度で中断されていた.しかし,

平成12年度補正予算でいくつかの大学に

対して特別な措置がなされたことは喜ばし

いことである.

くaI電子図書館機能の基盤整備

平成10年以降は,学内の情報関連施設と

の連携強化によりこの課題に取組むように

なっている.平成11年度に発足した東京大

学における情報基盤センタ-,平成12年度

に発足した九州大学情報基盤センタ-,大

阪大学サイバ-メデイアセンタ-などがそ

うであり,これらの大学では,図書館との

連携が強化され,少なくとも電子図書館機

能の基盤整備は確保されているo この方向

は,建議でも推奨されていることであり,

東北大学を始めとする他の多くの大学で,

このような情報関連施設との連携が推進あ

るいは計画されているo

くbI電子的資料作成経費の充実

電子図書館機能の拡充の中核である電子

的資料の作成に関しては,こうした情報基

盤センタ-等では措置されていない.また,

固有の予算措置を受けている京都大学等で

は,電子的資料作成のための予算は期限付

きで多少措置されているが,それは主に図

書館が所有する貴重本などの-次資料の電

子化を支援するためのものである.書籍の

所在情報のネットワ-ク経由での検索に欠

かせない図書目録デ-タの遡及入力に要す

る予算は,時折分野ごとに措置されたこと

はあったが,体系だった継続的な措置には

なっていない.

くcI情報配信機能の重要性

国立国会図書館も含めて,電子図書館機

能のひとつとして各種の-次資料について

は言及されてはいるが,学術雑誌の電子的

媒体である電子ジヤー-ナルについては,全

くといってしラい程触れられていない.電子

ジヤ-ナルは,この数年間に急速に浮上.

普及してきたものであり,予算上の間題,

契約上の間題,コンソ-シアムの間題,会

計上の間題等,日本社会固有の間題点が数

多く含まれていて, -筋縄では行かないこ

とはよく理解できる.

しかし,それぞれの大学における紀要の

類に発表された論文にアクセスできるだけ

では,不十分であることは明らかである.

電子図書館機能においては,それぞれの大

学の有する特徴ある学術情報の発信に重き

がおかれているが,学会や商業出版社等に

ょる電子ジヤ-ナル等の配信という機能が

不可欠である.旧来の冊子体の学術論文に

関して,大学図書館には自分の大学の研究

者による著作物しか置かないという状況を

想像していただきたいo これでは,先端領

域で括躍している理系の研究者にとっては,

電子図書館は魅力あるものとはなり得ない.

電子図書館には,主要な電子ジヤ-ナルヘ

のアクセスの保証,すなわち主要学術情報

の配信を,予算と機能の両面で早急に確立

することが求められる.その際,現在国立

大学図書館協議会が行っているオンライン

ジヤ-ナルー.タスクフオ-スや学術会議の

対外声明く緊急提言l等も参考になるであ

ろう.

く朗ジヤ-ナルはこれからも必要か9

学術雑誌の出版形態について,ある大手

出版社は,数年後には冊子体なしで,電子

ジヤ-ナルー本にすることが可能である,

というような発言をしている.この見通し

は,もし電子ジヤ-ナルのア-カイブがで

き,必要なときに常識的な対価を払って関

覧.アクセスできれば,正しいものであり,

現実的であるo しかし-方では,現在の冊



子体のジヤ-ナルにしても,その電子版に

しても,論文が投稿されてから出版される

までに2年以上を要するものが少なくない,

という現実がある.進展の著しい分野では,

2年以上も経過した論文は参照価値をもた

ないことが多い.そこで,そうした分野の

研究者は,プレプリントやテクニカルレボ

-ト,国際会議の会議録といった速報誌に

よる論文を重視し,最近では,各研究者の

webサイト上にあるWebペ-パ-を重視し

ている.速報性に関して最も速いし,各種

の検索ロボットにより定期的に捕捉される

ので,検索漏れも少ない.

このような状況にあっても,いわゆるイp

ンパクトフアクタ-等で権威付けられた商

業誌に投稿する主な理由は,論文の権威付

けにあり,研究者の就職や昇進,競争的研

究資金獲得の際の評価材料として有効であ

るからである.したがって,サイエンス.

サイテ-ション.インデクスに引かれる予

め選ばれた学術雑誌が重要ということにな

るのである.

しかし,最近,計算機科学分野でよく使

われるCiteSeerシステムは,情報科学的な

手法を使ったWeb上の学術情報を対象にし

た自律的なサイテ-ション.インデクシン

グシステムで,上述のSCIのように対象ジ

ャ-ナルが予め選定されている必要もなく,

web上のすべての論文が対象になり得る.

多少のエラ-は当然含まれるが,公表した

論文の引用情報を的確に知ることができ,

伝統的なSC王に代わり得る可能性と発展性

を秘めている.そうすると,権威付けられ

た商業誌やその電子版の必要性は極端に低

くなるであろう.

前節くclでの主張と-見矛盾するように

感じられるかも知れないが,この時点で,

各種学会の出版する論文誌の電子ジヤ-ナ

ルや,大学等のある程度まとまった大きさ

の研究機関が編集し, Web上に公開する紀

要の類が,非常に価値をもったrジヤ-ナ

ルJとして機能することになるoこれらは,

当然何らかの論文審李や査読のプロセスを

済ませたものであり,その意味で品質の保

証されたものになる.組織とrして品質の高

いWebペ-パ-を発行している学会や研究
し

機関が権威をもつことになり,.そこに優秀

な研究者が会員として,また職員として集

結する,といった新しい動きが芽生えるこ

とも十分考えられるo

くeI電子図書館時代の知的な参考調査業務

このような自動的な学術情報収集と自律

的なサイテ-ション.インデクシングにお

ける間違いを少なくし,信頼性を高め,効

率化するためには,インタ-ネット上の情
1

報資源の発見を目的にして研究されている

メタデ-タ記述の手法やその標準化.普及

が重要になってくる.それらの記述規則に

支援される形で様々な電子図書館時代のい

わゆる参考調査の手法が開発され,使用さ

れることになるであろう.

最近,九州大学の有村グル-プが展開し

ているいわゆるサイバ-スペ-スにおける

莫大な数量のく半構造lテキストデ-タか

ら重要なキ-ワ-ドの発見に関する研究な

どは,こうした 電子図書館時代における

参考調査のための知的な手法を提供するも

のと期待できるo

また,そのような時代に参考調査担当の

図書館職員に求められる技能や資質等につ

いても検討しておく必要があろう.

6.おわりに

以上,大学図書館と電子図書館の現状と

未来に関して,若干の私見を述べてみた.

冒頭で触れたように,大学図書館基準や建

議等に詣われていることを,再考し,それ



をまず忠実にそして誠実に実行.実現して

いくことが重要である.例えば,この情報

社会.ネットワ-ク社会において,特に必

要牲が認識されてきた図書館における研究

開発機能については,最近事で,どの大学

図書館でも手がつけられていなかったが,

既に大学図書基準にはっきりと盛り込まれ

ているのである.

この原稿は,- 2000年の暮れに京都大学で

開催された電子図書館に関する国際会議の

チュ-トリアルで使ったもの若干の加筆を

行ったものである.講義では,ここで述べ

た大学図書館の将来に加えて,九州大学で

この数年間取組んできた課題や中期目標.

中期計画を紹介し,これからの大学図書館

における専門司書の重要性と育成法等につ

いても言及する.
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